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I 
白 鳥 の 湖

バンー音楽として最もすく
゛
れた

ものの一つで、1897年モスクフで

初演された。初演は成功しなかつたが由のも

つ美しさはしだいにみとめられ今日では最も

多く上演されるバL/―となつている。

物語は王子と悪魔によつて白鳥に変えられ′

た王女とが悪魔による色々の障害をものりこ

えて遂に結ばれるという筋である。本日演奏

される組曲は、このパレー音楽の各場面より

美しい音楽を抜率し、演奏会用にまとめたも

のである。曲はチヤイコフスキー特有の美し

いメロデイーにあム、れ多くの愛好者をもつて

いる。

Ⅲ 交響キ鍾
五
蒸」

全ての交響曲のうちで

最も多 く演奏され、親しまれて

いる。

荘厳で崇高な大曲で楽器編成

にしても当時としては画期的な

大きさをもち内容としても型破

りに劇的なものである。

運命という名は後人のつけた

名であるが、この曲の一番初め

に出て来る主題に就いてはベー

トーベンが 「運命はか く扉を叩

くJと 語つたというところから

来ているのであろう。

Iバ
イオリィ協奏曲
この協奏曲はメンデル

スゾーンの全生涯に残さ

れた凡ゆる作品の中で最も華麗

で且気品iの高いものであり、ロ

マン派音楽の金字塔といわれて

いる。ベートーベン、プラーム

ス、チヤイコフスキーの協奏曲

と共に四大バイオリン協奏曲と

認められている。

曲は三楽章の標準的な構成に

よつているが、各楽章は続けて

演奏される。曲のもつ女性的な

感じはベー トーベンの男性的な

感じとよく比較され前者をイブ

後者をアダムと評されている。
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神
戸
高
商
―
経
済
大
学
―
を
母
胎
と
し
、
戦
後
、
総
合
大
学
と
な

つ
た
神
戸
大
学
で
い
ち
は
や
く
結
成
さ
れ
た
神
戸
大
学
交
響
楽
団
は

戦
前
の
華
や
か
な
オ
ー
ク
ス
ト
ラ
活
動
を
受
け
継
い
で
本
年
で
結
成

以
来
満
八
年
を
迎
え
た
。
学
生
指
揮
者
を
伝
統
と
し
、
二
管
編
成
五

十
数
名
で
、
神
戸
地
区
唯

一
の
ア
マ
チ
ュ
ア
交
響
楽
団
と
し
て
広
範

な
活
動
を
つ
ヾ
け
注
目
を
ひ
い
て
お
り
、
部
員

一
同
は
技
術
の
向
上

と
同
時
に
、
学
生
ら
し
く
と
い
う
こ
と
と
、
互
い
の
人
格
の
向
上
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。
春
秋
の
定
期
演
奏
会
、
三
大
学
交
歓
音
楽
会
、

全
関
西
ア
マ
チ
ユ
ア
交
響
楽
団
連
盟
定
期
演
奏
会
、
卒
業
演
奏
会
、

文
化
祭
、
夏
期
演
奏
旅
行
等
々
が
例
年
の
行
事
と
な
つ
て
い
る
。
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